
霧
潰
し
た
の
で
あ
っ
て
、
愛
家
の
稗
盆
せ
ら
る
・
事
大
な
る
を
信

じ
て
疑
は
な
い
。
、
巻
末
の
主
要
事
項
年
月
表
は
本
篇
の
中
に
韻
る

各
種
事
項
の
主
要
な
も
の
を
、
年
月
順
に
配
列
し
て
以
て
各
章
節

聞
の
錯
雑
し
た
驕
係
を
、
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
た
著
者
の
用
意
燭

到
な
遽
慮
に
本
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
回
護
者
の
盆
せ
ら
る
・

所
大
な
る
を
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
附
録
の
別
冊
は
別
ち
御
物
大
矢
野
本
蒙
吉
襲
來
絵
詞
の
縮
寛
…
複

製
で
、
著
者
の
考
定
し
た
新
順
位
に
よ
っ
て
其
の
絡
詞
を
排
列
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
総
は
後
の
「
清
太
蔵
實
録
職
圏
」
の
瀟
洲

族
の
戦
雫
様
式
そ
の
他
風
俗
諸
態
を
明
示
す
る
如
く
、
世
界
的
に

活
躍
し
た
蒙
古
兵
の
風
貌
武
器
軍
船
等
を
如
實
に
知
悉
せ
し
め
る

に
足
る
資
重
な
鰯
録
で
あ
っ
て
、
或
意
味
に
於
て
は
世
界
的
珍
蜜

と
醸
す
る
も
過
書
で
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
全
五
十
七
葉
の
岡
三

よ
り
成
る
歴
史
的
記
念
物
。
こ
れ
有
る
が
爲
に
元
憲
の
研
究
が
如

何
に
精
彩
付
け
ら
れ
る
か
云
ふ
迄
も
な
い
庚
で
あ
る
。

　
以
上
阿
智
を
列
ね
て
本
膳
の
紹
介
に
代
へ
る
事
に
す
る
。
終
り

に
こ
の
一
作
を
出
さ
れ
た
博
士
の
努
力
に
満
腔
の
謝
意
を
表
す
る

と
共
に
、
既
意
嚢
あ
る
出
版
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
東
洋
文
耀
の

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
　
報
、

撃
茎
を
衷
心
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
（
四
六
倍
制
。
翼
翼
法
人

東
洋
文
庫
刊
。
限
定
資
償
拾
武
事
）
〔
直
門
〕

配

置

⑭
史
學
研
究
會

　
例
會
　
　
ご
月
エ
ハ
ロ
阿
午
後
一
噂
ぬ
†
よ
樋
ワ
樂
山
久
倹
“
館
灘
い
上
に
於
い
て
闇
㍊
從
、

左
の
爾
氏
の
講
演
め
り
て
午
後
六
噂
閉
回
し
表
。
來
三
者
六
十
旧
名
。

　
　
桃
山
時
代
の
襖
紛
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
杏
村
氏

　
當
代
の
屏
障
鑑
家
と
し
て
著
名
な
松
榮
、
永
徳
、
等
伯
、
山
霧
に
就
い
て

從
來
作
家
の
明
瞭
な
も
の
が
少
な
い
。
殊
に
永
徳
に
お
い
て
節
し
い
も
の

が
あ
る
な
窺
き
、
其
の
推
究
の
一
法
と
し
て
氏
に
各
侮
家
の
欝
癖
な
仔
細

に
分
解
且
つ
綜
A
川
し
て
作
「
風
の
根
櫨
な
つ
か
み
解
決
な
｛
興
へ
ん
と
し
、
論

蓮
の
中
心
を
永
徳
の
作
風
に
羅
き
、
其
の
黙
描
構
想
土
披
の
形
式
及
魏
法

な
詳
細
に
魏
壷
京
都
大
徳
寺
聚
光
院
の
も
の
な
以
て
永
徳
の
典
型
的
大
作

で
あ
る
と
論
回
し
、
こ
れ
に
基
い
て
京
洛
及
近
畿
所
在
寺
院
の
傳
永
徳
、

元
信
と
聴
す
る
作
品
に
一
々
明
快
な
批
刎
た
興
へ
、
永
徳
の
作
風
ほ
要
す

ろ
に
蒔
代
的
風
格
な
炎
す
と
典
に
叙
矯
昧
の
あ
ろ
と
云
ふ
橿
性
に
到
逮
ぜ

し
め
ら
れ
象
。
更
に
殉
様
の
論
法
為
以
で
松
榮
、
警
伯
、
山
樂
に
就
い
て

概
要
な
親
明
さ
る
、
勝
が
あ
り
、
絡
鑑
鍵
二
上
主
要
な
一
町
階
な
指
示
す

う
も
の
で
あ
っ
糞
。

　
　
琉
球
の
墳
墓
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
　
耕
作
氏

第
十
七
懲
第
二
號
　
三
一
九

（161）



報

　
心
耳
上
旬
、
琉
球
な
覗
察
さ
れ
算
博
士
に
題
臓
の
聡
演
庵
煩
蓋
し
郭
◎

次
に
威
迫
馨
た
摘
記
す
る
。

　
ペ
ル
リ
ヨ
提
督
口
口
本
訪
問
記
に
那
、
纏
酬
臓
惜
に
「
近
づ
い
た
際
、
陸
上
に
ド
駄
…
鰍
謝

す
る
白
黙
た
眺
め
て
恐
ら
く
佳
居
で
あ
ら
う
と
思
つ
カ
も
の
が
上
陸
す
る

に
及
ん
で
凡
て
蟹
玉
で
あ
っ
れ
と
記
し
て
み
ろ
糠
に
エ
ツ
プ
蓄
と
醐
糠
に

琉
球
の
第
一
印
象
に
墳
墓
で
あ
ろ
。
墳
墓
の
型
式
に
大
野
し
て
三
と
な
る

㎜
に
掘
荻
式
二
ほ
破
風
式
三
に
懸
軍
式
で
あ
っ
て
、
後
の
二
看
が
主
型
式

な
な
し
て
る
ろ
O
二
暫
と
も
山
丘
の
一
面
た
利
し
て
築
造
し
破
風
式
に
家

屋
看
た
絶
母
式
に
蓋
部
準
西
な
な
し
、
い
つ
れ
も
法
外
園
に
周
垣
な
雛
ら

し
て
み
る
O
特
に
愚
甲
式
の
も
の
に
内
地
の
前
方
後
加
計
為
な
し
て
み
る

こ
と
ほ
興
味
が
あ
る
Q
石
材
ほ
凡
て
珊
瑚
瞬
か
ら
切
出
し
六
も
の
で
あ
る

墳
墓
に
家
族
墓
の
形
式
に
熱
す
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
か
ら
遺
骸
ぱ

其
都
度
洗
骨
し
て
壼
に
納
れ
て
お
さ
め
ろ
。
斯
様
な
蟹
墓
の
構
築
に
其
系

統
た
南
方
支
那
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
徳
川
期
以
降
の
型
式
で
あ
ろ

こ
の
爾
式
為
磁
存
す
ろ
那
覇
市
附
近
の
墓
街
な
見
ろ
こ
と
に
｝
つ
の
壮
齪

と
云
へ
ろ
。
以
上
の
も
の
は
現
飢
代
の
型
式
で
あ
る
が
、
宵
式
の
も
の
は
曽
回

里
並
陵
の
「
表
ま
お
ど
ん
」
（
玉
御
殿
）
で
あ
っ
て
破
風
型
の
系
統
に
属
し
、

箱
書
王
（
丈
麺
元
年
）
以
降
歴
代
為
葬
る
庭
で
あ
る
。
其
縫
築
頗
る
素
簡
且

つ
票
放
で
め
つ
て
、
営
て
伊
東
博
士
の
批
評
ぜ
ろ
如
く
兎
氣
朔
に
し
み
融

秘
的
な
璽
惑
の
蓮
る
も
の
が
あ
る
Q
實
に
氏
譜
建
築
と
し
て
典
型
的
な
も

，
の
と
す
る
に
躍
踏
し
な
い
。
こ
の
「
玉
御
殿
」
の
前
に
碑
石
あ
り
て
「
貢
ま

お
ど
ん
の
び
の
も
ん
」
と
し
表
癒
は
和
文
為
以
て
裏
移
に
函
丈
存
以
て
因

由
准
溺
し
和
丈
の
言
出
に
大
明
弘
治
十
四
年
（
丈
魑
元
年
）
九
月
大
吉
H
と

嬉
十
七
巻
鐵
工
號
　
　
三
二
〇

支
那
年
無
な
現
し
て
み
る
こ
と
に
身
丈
碑
銘
と
し
て
一
暦
興
味
存
旧
き
糟
＼

尾
張
熱
田
齢
毅
臨
繍
銘
と
典
に
特
筆
さ
る
べ
き
和
丈
金
石
丈
で
あ
ろ
。

　
次
に
「
玉
野
殿
し
ょ
り
更
に
古
い
も
の
に
浦
添
の
「
よ
う
ど
れ
し
が
あ
る
。

「
よ
う
」
に
「
夕
な
ぎ
」
な
「
ど
れ
し
ほ
「
ど
よ
め
る
」
な
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、

灘
麗
葎
意
味
す
ろ
。
其
築
石
ほ
瞼
崖
た
利
し
六
洞
穴
式
の
も
の
で
あ
っ
て

蹴
盆
羅
王
（
酉
紀
＝
エ
ハ
○
）
か
臼
堀
士
尉
と
し
葺
ハ
後
傷
眉
四
百
年
な
経
ナ
P
葡
陽
樹
孕
王
と

が
葬
ら
れ
て
み
る
。
術
寧
王
に
島
瀧
氏
の
爲
に
捕
に
れ
六
こ
と
を
蹴
ぢ
、

慧
言
し
て
此
地
に
葬
ら
し
め
た
も
の
と
な
っ
て
み
る
。
雨
避
ほ
穿
同
一
の

構
造
で
あ
ろ
。
こ
」
に
も
碑
煕
…
あ
り
て
其
節
癒
に
「
よ
う
ど
れ
の
碑
の
も

ん
」
と
し
田
暇
と
同
h
し
く
面
癖
に
て
刻
し
評
議
閃
剛
十
入
門
（
｝
四
紀
一
晶
ハ
ニ
○
）

か
の
へ
さ
ろ
入
月
末
口
凹
と
し
箕
ハ
由
小
丈
に
「
こ
の
諭
凄
み
の
斎
く
な
ら
げ
【
ほ
る

べ
し
」
云
々
と
あ
る
に
此
頼
の
金
石
銘
と
し
て
特
異
な
な
し
て
み
ろ
。

　
夏
に
琉
球
の
北
方
、
爲
朝
の
上
陸
ぜ
し
と
云
ふ
運
天
に
「
百
按
司
の
纂
」

が
あ
る
Q
洞
穴
式
の
ガ
マ
慕
で
雌
種
の
も
の
が
二
三
あ
る
。
そ
の
洞
穴
内

に
は
人
骨
た
納
め
六
小
形
の
家
型
棺
が
羅
か
れ
て
る
る
Q
穂
か
ら
ば
み
餌

て
る
る
累
々
六
る
白
骨
の
歌
態
に
そ
穿
ろ
菊
地
幽
芳
俘
の
「
琉
球
と
爲
遡
し

戸
畑
議
せ
し
め
ろ
。
、
此
等
の
築
塞
は
慶
長
年
間
と
思
に
れ
る
。

　
要
之
琉
球
の
縫
墓
ば
横
穴
宵
墳
の
系
統
及
び
そ
の
嚢
蓬
と
見
ら
れ
ろ
。

両
か
も
古
く
し
て
も
鎌
倉
期
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
。
琉
球
に
て
は
石
器
噂

代
の
確
菰
す
る
も
の
が
あ
る
が
こ
の
立
食
期
ま
で
た
蓮
講
せ
し
め
ろ
遽
跡

が
な
い
。
叢
に
於
い
て
琉
球
勾
玉
と
「
お
も
ろ
文
章
」
の
春
風
に
醜
聞
の
霧

綾
な
示
す
に
充
分
な
も
の
が
あ
っ
て
、
既
等
為
包
括
す
ろ
南
島
琉
球
の
研

究
に
癬
一
曹
差
響
為
深
め
る
も
の
で
あ
る
云
々
Q

（　262・　）



璽
讃

史

會

　
例
魚
㎜
　
一
臨
月
二
十
｝
贈
爵
午
後
山
ハ
時
小
†
よ
り
轍
禦
友
鳥
”
飴
一
膝
＝
號
室
に
於
て

開
催
、
西
園
敏
授
以
下
二
十
名
滲
會
、
恒
例
に
よ
砂
左
の
卒
業
論
丈
梗
概

の
機
褒
め
り
十
噂
過
敬
會
。

　
　
藤
原
後
期
及
鎌
愈
初
期
に
於
け
ろ
浮
土
教
思
想
の
獲
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稿
尾
猛
市
鄭
君

　
　
畢
姿
靭
末
期
の
歴
史
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
余
函
　
重
雄
震

　
　
復
古
紳
道
に
於
け
ろ
尊
王
愛
國
の
精
憩
　
　
　
富
田
　
爽
美
君

　
　
女
話
元
年
電
磁
醤
南
至
襟
に
踊
す
る
外
交
吏
酌
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禰
津
　
正
志
君

　
　
近
世
三
敏
奥
の
研
究
i
特
に
榊
避
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
部
　
長
島
磐

　
例
露
　
二
月
四
臼
本
年
燦
卒
業
生
逡
別
會
為
築
ね
て
鳥
初
縷
に
調
て
囲

催
、
西
田
教
授
以
下
四
十
名
滲
集
、
左
の
卒
業
論
丈
梗
概
の
獲
衰
あ
り
十

一
糊
張
會
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
蜜
糊
置
代
の
集
醐
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
盤
彌
三
嘉
事

　
　
近
無
初
期
の
都
市
の
獲
蓬
　
　
　
　
　
小
川
　
勝
君

　
　
大
鏡
と
愚
管
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
森
　
　
量
君

　
　
近
蝕
初
期
の
學
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
重
　
憲
…
君

　
　
近
世
黎
明
期
に
於
け
ろ
乱
漫
思
潮
の
一
考
察
　
鈴
木
　
鮮
遊
君

　
倒
脚
命
国
　
三
月
十
一
R
…
午
後
山
ハ
纏
澗
傘
・
よ
り
樂
友
命
同
僧
剛
第
一
號
室
…
に
於
て
鮒
囲

催
、
西
田
敬
授
以
下
十
時
名
蓼
集
、
査
の
卒
業
論
丈
梗
概
の
獲
畿
あ
り
十

　
　
　
　
　
　
　
朧
　
　
　
　
毅

峰
敬
會
。

　
　
近
世
歌
舞
伎
劇
の
糟
紳
と
其
の
展
閣

　
　
近
世
封
建
制
度
枇
會
の
性
質

　
　
室
町
塾
代
の
精
醇
と
趣
味
生
活

　
　
近
世
経
濟
思
想
嚢
展
に
關
す
る
｝
研
究

　
　
近
世
に
於
け
ろ
思
想
抗
争
に
擁
す
ろ
一
考
察

　
　
　
⑳
西
洋
一
門
書
會

例
盧

前群上谷田
田働貸本櫓

勝
雄
暦

思
夫
君

職
男
君

賢
逡
震
一
良
君

　
　
　
　
一
月
ご
十
ご
琵
（
金
偏
）
午
後
山
ハ
畦
牛
よ
り
樂
友
丘
館
第
｛
號
室

に
て
開
盤
、
竹
村
鷺
の
左
の
講
演
に
次
い
で
、
左
の
三
圓
生
ご
譜
の
卒
業

論
丈
作
成
に
就
い
て
の
感
想
獲
表
あ
り
、
十
噂
雫
散
會
す
。
掬
席
者
十
五

名
〇

　
一
、
ス
ペ
ノ
・
ン
の
輩
・
命
に
就
い
て
　
　
轟
久
學
士
　
竹
村
　
越
三
鱈

　
…
、
雑
　
　
　
感
　
　
　
　
　
　
　
　
三
叢
生
　
夢
見
　
高
年
君

　
一
、
雑
　
　
　
感
　
　
　
　
　
　
　
　
三
書
生
　
清
水
　
　
巌
君

　
ご
月
山
ハ
n
ロ
（
土
）
午
後
五
時
加
†
よ
魂
ワ
、
　
一
降
m
添
…
に
て
、
中
村
叢
脚
太
郎
蘇
生

撤
迎
會
な
躯
ね
、
卒
業
生
鞭
饅
愈
な
催
す
。
塒
魔
者
二
十
二
名
、
快
談
撒

刻
に
及
ん
で
十
畦
頃
散
會
Q

　
　
　
⑱
東
洋
史
談
話
會

　
例
露
　
蕾
朧
十
ご
月
入
日
（
火
）
午
後
六
畦
雫
よ
り
樂
友
會
館
に
於
て
左

の
講
演
め
り
。

　
一
、
宋
元
交
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
購
不
美
男
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
ご
號
　
　
三
一
こ

（エ63）



脅置諸

報

　
一
、
國
語
に
見
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